
三
匹
　
　
　
三
四
）

フ
ニ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

清
　
水

貞
　
俊

ａ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
概
観

　
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
殆
ん
ど
移
ら
し
い
も
の
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆

に
こ
の
問
題
に
－
対
す
る
意
見
は
百
出
し
て
お
り
、
欧
州
統
合
の
将
来
に
対
し
て
不
吉
な
暗
雲
の
如
く
地
平
線
の
彼
方
に
た
だ
よ
っ
て

　
（
１
）
い
る
。
」
と
ヴ
ァ
ソ
・
デ
ァ
・
エ
ー
シ
ュ
は
述
べ
て
い
る
。
　
欧
州
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
困
難
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
問
題
で
顔
を
出

し
て
来
る
超
国
家
性
、
あ
る
い
は
国
際
協
調
と
国
家
利
益
の
対
立
で
あ
り
、
農
業
問
題
に
そ
の
一
つ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お
い
て
こ
の
対
立
は
も
っ
と
す
る
ど
く
か
っ
深
刻
で
あ
る
。
問
題
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
ヨ
ー

ロ
ッ
バ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
最
近
の
変
貌
を
概
観
す
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
は
、
か
つ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
出
国
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
七
年
以
来
純
輸
入
国
に
変
っ
た
。
戦
後
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
の
旺
盛
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と
あ
い
ま
っ
て
こ
の
傾
向
は
更
に
強
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
　
□
第
一
表
〕
、
ｎ
第
二
表
Ｕ
は
出
所

が
異
な
る
の
で
直
接
は
っ
た
が
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
以
降
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
更
に
そ
の
大
部
分
が
石
油
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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こ
の
問
の
事
情
を
一
九
六
二
年
六

月
に
発
表
さ
れ
た
三
共
同
体
合
同
作

業
部
会
の
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
共
同
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
急
激
に
伸
び
て
い

る
。
一
九
五
〇
年
に
二
九
〇
〇
〇
万

ト
ソ
（
石
炭
等
価
）
で
あ
っ
た
需
要
が

一
九
六
〇
年
に
は
四
七
〇
〇
〇
万
ト

ソ
（
六
三
年
に
は
五
五
五
〇
〇
万
ト
ン
ー

１
清
水
注
）
に
増
加
し
た
。
も
し
経
済

発
展
が
予
測
通
り
に
行
く
な
ら
ぼ
、

一
九
七
〇
年
に
、
は
七
〇
〇
〇
〇
万
ト

ソ
、
七
五
年
に
は
八
○
○
○
○
万
ト

ソ
と
な
る
だ
ろ
う
。
」
「
現
在
欧
州
共

同
体
を
形
成
し
て
い
る
国
々
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
う
ち
、
一
九
五
〇
年

に
は
七
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
ま
で
が
石
炭

　
　
　
　
三
五
　
（
　
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
五
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
三
六
）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
六
〇
年
に
は
そ
の
比
率
は
五
二
劣
に
下
落
し
た
。
七
〇
年
に
は
恐
ら
く
三
五
％
以
下
に
な
る
だ
ろ
う
。
他
方
石

油
の
占
め
る
ウ
ェ
ィ
ト
は
上
昇
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
に
は
総
ニ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
一
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
に
す
ぎ
た
か
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

六
〇
年
に
は
三
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
と
な
り
、
七
〇
年
に
は
ほ
ぽ
五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
に
達
す
る
だ
ろ
う
。
」

　
こ
の
よ
う
な
石
炭
と
石
汕
の
地
位
の
変
化
は
一
九
五
七
－
八
年
を
境
と
し
て
決
定
的
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
場
合
多
く
の
論
者
は
五
七
－
八
年
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
以
後
の
二
期
に
分
げ
て
い
る
。
前
期
に
は

石
炭
需
要
は
ま
だ
旺
盛
で
供
給
が
そ
れ
に
追
い
つ
か
な
い
、
　
い
わ
ば
セ
ラ
ー
ズ
一
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
。
。
ｏ
Ｈ
一
胃
、
。
。
昌
胃
ぎ
け
）
で
あ
っ
た
。

五
一
－
五
二
年
に
は
朝
鮮
戦
争
の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
、
五
三
年
は
休
戦
と
そ
れ
に
よ
る
反
動
で
一
時
需
要

が
減
退
し
た
が
、
五
四
－
五
年
に
は
再
び
好
況
に
転
じ
、
石
炭
に
対
し
て
は
域
内
生
産
で
は
応
じ
き
れ
な
い
需
要
が
殺
到
し
、
更
に

五
六
－
七
年
に
は
ス
ェ
ズ
動
乱
の
影
響
で
中
近
東
の
石
油
の
供
給
が
困
難
と
な
り
価
格
も
騰
貴
し
た
。
五
八
年
に
こ
の
事
態
が
一
変

し
石
油
需
要
が
急
伸
し
て
石
炭
危
機
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
五
八
年
に
世
界
景
気
（
特
に
ア
メ
リ
ヵ
の
）
は
後
退
し
、
石
油
過
剰
が

顕
在
化
し
た
こ
と
、
ベ
ネ
ゼ
ラ
、
中
近
東
の
石
油
生
産
が
急
増
し
た
こ
と
、
リ
ビ
ァ
お
よ
び
サ
ハ
ラ
石
油
の
生
産
が
始
ま
っ
た
こ
と
、

ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
が
低
価
格
で
石
油
を
放
出
し
だ
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
は
セ
ラ
ー
ズ
・
マ
ー
ヶ
ツ
ト
か
ら
バ

イ
ヤ
ー
ズ
．
マ
ー
ヶ
ツ
ト
（
げ
｛
胃
、
。
。
昌
胃
訂
け
）
に
転
じ
、
価
格
も
急
激
に
軟
化
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
の
中
で
、
石
炭
の
保
護
を
要
求
す
る
石
炭
産
出
国
西
ド
ィ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
、
サ
ハ
ラ
石
油
を
西
欧
諸
国

に
供
給
し
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ソ
ス
の
対
立
も
あ
り
、
更
に
ま
た
一
国
の
中
だ
げ
で
見
て
も
石
炭
の
保
護
を
要
求
す
る
資
本
家
と
低
廉

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
輸
入
を
主
張
す
る
資
本
家
と
の
対
立
が
あ
り
、
極
め
て
錯
綜
し
た
利
害
関
係
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。



　
　
　
　
ｂ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
複
雑
性

　
　
　
　
　
　
～
　
複
雑
な
競
争
関
係

　
今
欧
州
の
石
炭
は
深
刻
な
石
汕
と
の
競
争
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
来
た
。
し
か
し
単
に
石
油
と
の
競
争
だ
け
で
は
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
は
石
次
、
石
汕
の
ほ
か
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
な
ど
が
あ
り
、
更
に
石
炭
に
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
炭
が

あ
り
、
石
油
も
中
近
東
の
石
油
の
ほ
か
に
サ
ハ
ラ
石
油
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
”
赤
い
石
油
〃
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
総
て

競
争
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
利
害
代
表
者
が
あ
り
、
利
害
代
表
因
が
あ
る
。

　
今
石
炭
、
石
汕
価
格
の
大
雑
把
な
比
較
を
示
す
と
、
共
同
体
内
で
生
産
さ
れ
た
石
炭
の
平
均
価
格
は
縦
坑
坑
口
に
お
い
て
ト
ソ
当

り
二
一
－
一
六
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
ト
ソ
当
り
四
・
五
－
五
ド
ル
で
あ
る
。
ま
た
中
東
の
石
油
採
掘
費
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ト
ソ
当
り
二
－
二
．
五
ド
ル
で
そ
れ
に
ト
ソ
当
り
五
ド
ル
の
ロ
ー
ヤ
リ
テ
ィ
ー
が
加
え
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
に
運
賃
そ
の
他
の
費
用
、

関
税
な
ど
が
加
算
さ
れ
る
の
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
炭
の
全
部
が
全
部
競
争
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
十
分
競
争
力
を
も

っ
た
炭
田
も
か
な
り
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
．
し
か
し
今
後
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ぼ
石
炭
産
業
は
縮
少
の
一
歩
を
た
ど
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
　
　
例
え
ば
補
助
金
　
　
を
打
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
石
油
に
つ
い
て
も
ソ
連
石
油
、
中
東
石
油
、
サ
ハ
ラ
石
油
な
ど
競
争
関
係
に
あ
り
、
供
給
の
安
定
と
い
う
見
地
か
ら
フ
ラ
ソ
ス
は

サ
ハ
ラ
石
油
の
シ
ニ
ァ
ー
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
に
お
け
る
石
油
輸
入
は
八
○
劣
ま
で
が
中
東
に
依
存
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
比
率
は
六
〇
劣
に
な
り
、
サ
ハ
ラ
及
び
リ
ビ
ア
の
石
油
が
新
ら
し
く
伸
び
て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
石
油
と
石
炭
の
競
争
が
過
去
十
年
問
の
主
要
な
局
面
で
あ
っ
た
が
、
最
近
新
ら
し
い

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
　
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
．
策
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
　
三
八
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
役
割
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
天
然
ガ
ス
と
原
子
力
で
あ
る
。
従
来
イ
タ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
西
南
部
で
天
然
ガ
ス
が

採
取
さ
れ
て
い
た
が
あ
ま
り
重
要
な
役
割
は
占
め
て
い
な
か
っ
た
（
六
二
年
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
消
費
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
）
。
最
近
オ
ラ

ソ
ダ
の
ク
ロ
ニ
ソ
ゲ
ン
（
Ｏ
昌
巨
掃
８
）
に
新
ら
し
い
天
然
ガ
ス
の
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
一
躍
脚
光
を
あ
び
つ
つ
あ
る
。
共
同
体
の
天

然
ガ
ス
埋
蔵
量
は
一
五
、
○
○
○
億
立
方
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
中
一
一
、
○
○
○
億
立
方
メ
ー
ト
ル
が
グ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
鉱

脈
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
エ
業
地
帯
へ
の
距
離
も
近
く
、
ま
た
オ
ラ
ソ
ダ
の
臨
海
工
業
地
帯
の
発
展
も
あ
り
、
地
の

利
を
得
て
い
る
の
で
一
九
七
〇
年
に
は
共
同
体
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
八
－
一
〇
バ
ー
セ
ン
ト
を
ま
か
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て

　
（
５
）
い
る
。
原
子
力
の
利
用
は
更
に
将
来
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
頃
に
は
原
子
力
発
電
が
十
分
競
争
力
を
持
ち
う
る
も
の
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
複
雑
な
利
害
の
か
ら
み
あ
い
の
中
で
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
・
供
給
構
造
を
決
定
し
、
永
い
見
通
し
に
た

っ
て
低
廉
か
つ
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
確
保
し
、
か
つ
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
護
も
あ
わ
せ
行
な
う
に
は
如
何
な
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
行
な
う
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
、
共
同
体
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
仁
っ
　
ぱ
ら
ば
ら
な
各
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
　
　
　
　
　
。

　
以
上
の
よ
う
に
共
同
体
と
し
て
の
統
一
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

て
ん
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
石
炭
生
産
の
み
に
つ
い
て
み
た
場
合
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
は
生
産
国
、
イ
タ
リ
ー
、
ル

ク
セ
ソ
ブ
ル
ク
は
主
と
し
て
消
費
国
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
相
違
も
あ
る
が
、
生
産
国
で
も
保
護
の
彫
態
が

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　
ま
づ
フ
ラ
ソ
ス
で
は
炭
鉱
は
国
有
化
さ
れ
て
お
り
、
価
格
は
低
価
格
政
策
、
不
足
分
は
補
助
金
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。



オ
ラ
ソ
ダ
で
も
国
有
化
さ
れ
て
い
る
が
価
格
政
策
は
フ
ラ
ソ
ス
と
異
た
り
商
業
べ
ー
ス
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
、
西
ド
イ
ツ
で
は
炭

鉱
は
民
間
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
両
国
と
も
国
家
の
影
響
力
は
強
く
、
　
ベ
ル
ギ
ー
で
は
石
炭
産
業
会
議
（
９
お
９
０
ぎ
箒

Ｈ
、
一
己
易
巨
ｏ
Ｏ
罫
ま
ｏ
巨
辱
¢
）
の
強
い
影
響
の
も
と
に
炭
鉱
の
合
理
化
を
お
し
進
め
て
い
る
。
西
ド
ィ
ツ
で
も
一
九
六
一
二
年
に
設
立

さ
れ
た
合
理
化
協
会
（
内
き
ｏ
§
麦
胃
；
窃
く
ｇ
げ
冒
ｑ
）
を
通
し
て
国
家
が
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
石
油
・
ガ
ス
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ソ
ダ
で
は
既
に
言
及
し
た
グ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
の
天
然
ガ
ス
採
取
の
た
め
政
府
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
イ
タ
リ
ー
で
は
国
有
炭
化
水
素
公
団
（
向
鼻
Ｏ
オ
き
畠
Ｈ
¢
Ｈ
争
０
８
ま
■
芦
向
昌
）
が
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
お
り
、
政
府
は

Ｅ
Ｎ
Ｉ
を
通
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
遂
行
し
て
い
る
。
　
西
ド
イ
ツ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
振
興
法
（
○
易
黒
Ｎ
Ｎ
冒
雲
ａ
胃
旨
・
・

｛
胃
望
胃
。
ｑ
げ
色
Ｈ
蓉
臣
津
）
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
保
護
関
税
の
形
態
の
差
異
、
フ
ラ
ソ
ス
の
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

油
・
石
炭
の
貿
易
独
占
、
石
炭
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
、
様
々
な
移
態
の
石
油
消
費
税
、
等
々
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
統
一
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
調
整
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
っ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
立
場
に
あ
る
国
家
の
影
響
が
強
く
な
り
っ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
採
用
と
は

逆
の
方
向
に
動
き
っ
っ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
フ
ラ
ソ
ス
の
一
九
六
三
年
二
月
二
八
日
の
法
令
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
フ
ラ
ソ
ス
は
サ
ハ
ラ
石
油
生
産
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
生
産
を
保
証
す
る
た
め
に
精
油
か
ら
販
売
に
到
る
ま
で
垂

直
的
な
統
合
を
実
現
し
、
そ
れ
を
主
に
国
有
化
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
フ
ラ
ソ
ス
政
府
が
多
数
株
を
所
有
し
て
い
る
石

油
会
杜
（
ｏ
邑
ｇ
鶉
急
邑
｛
易
黒
吋
◎
－
易
一
自
○
勺
）
は
フ
ラ
ソ
ス
の
石
油
精
製
能
力
の
六
パ
ー
セ
ソ
ト
し
か
能
力
が
な
い
。
　
こ

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
　
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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十
五
巻
・
箪
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
　
四
〇
）

の
よ
う
な
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
の
が
六
三
年
二
月
二
八
日
の
政
令
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
五
年
九
月
一
日
か

ら
こ
の
Ｕ
Ｇ
Ｐ
に
対
し
、
フ
ラ
ソ
ス
地
域
外
か
ら
の
原
油
輸
入
の
特
別
割
当
を
与
え
、
他
の
国
際
石
油
資
本
傘
下
の
会
杜
に
割
当
を

減
少
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
Ｕ
Ｇ
Ｐ
の
フ
ラ
ソ
ス
石
油
市
場
に
対
す
る
シ
ェ
ァ
ー
を
一
五
％
ま
で
拡
大
さ
せ
、
そ
の

他
の
フ
ラ
ソ
ス
の
民
間
及
び
国
有
の
企
業
も
あ
わ
せ
て
シ
ェ
ア
ー
を
増
大
さ
せ
、
こ
れ
に
対
し
て
国
際
石
油
資
本
系
の
シ
ェ
ア
ー
を

四
〇
％
に
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
問
題
匁
の
は
一
つ
の
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
の
よ
う
な
石
油
販
売
組
織
（
９
；
肩
昌
雪
け

Ｂ
暮
げ
§
－
ｏ
ユ
留
一
一
８
ｑ
窃
ｏ
似
ぎ
－
窪
げ
；
呂
を
組
織
し
、
サ
ハ
ラ
石
油
を
フ
ラ
ソ
ス
国
内
の
販
売
価
格
よ
り
安
い
価
格
で
共
同
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

場
の
他
の
加
盟
国
に
売
り
捌
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
多
く
の
点
で
ロ
ー
マ
条
約
に
違
反
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
Ｅ

Ｅ
Ｃ
内
で
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
共
通
政
策
の
樹
立
が
要
請
さ
れ
て
い
る
時
、
他
方
で
は
極
め
て
ナ
シ
ョ
才
リ
ズ
ム
の
濃
い
政
策
が
打
出
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
働
　
三
機
関
の
問
題

　
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
も
う
一
っ
の
ガ
ン
は
そ
れ
ら
が
互
に
代
替
的
な
競
争
財
で
あ
り
な
が
ら
、
異
な
っ
た
三
っ
の
機

関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
石
炭
政
策
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
よ
っ
て
と
ら
れ
、
原
子
力
は
ユ
ー
ラ
ト
ム
条
約
に
よ

る
原
子
力
共
同
体
に
よ
っ
て
と
ら
れ
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
電
力
な
ど
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
の
適
用
を
受
げ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

単
に
直
接
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
派
生
す
る
問
題
、
即
ち
労
働
問
題
、
杜
会
問
題
、
運
輸
問
題
な
ど
も
、

例
え
ぼ
石
炭
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
パ
リ
条
約
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
）
に
規
定
さ
れ
、
石
油
産
業
の
労
働
者
は
ロ
ー
マ
条
約
に
規
定

さ
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
問
題
に
対
し
て
も
ロ
ー
マ
条
約
と
パ
リ
条
約
で
は
そ
の
規
定
を
異
に
し
て
い
る
。
大

体
に
お
い
て
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
の
方
が
厳
格
な
規
定
が
多
い
。
価
格
公
示
の
問
題
、
価
格
支
持
政
策
の
問
題
、
補
助
金
問
題
、
反
独
占



問
題
、
運
輸
問
題
、
通
商
問
題
等
々
に
こ
の
こ
と
が
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
機
関
の
間
を
調
整
す
る
た
め
、
一
九
五
八
年
一
月
一
四
目
の
協
定
に
従
い
同
年
末
、
三
機
関
合
同
作
業
部
会
、

（
９
０
毛
０
ま
９
署
邑
ぎ
ａ
Ｈ
Ｏ
呑
２
饒
き
亭
－
、
ぎ
睾
。
・
－
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
委
員
会
も
独
立
し
た
権
限
は
持
っ
て

い
ず
、
結
局
、
石
炭
、
石
油
、
原
子
力
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
別
々
に
決
定
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
隆

路
を
打
開
す
る
た
め
一
九
六
七
年
か
ら
三
共
同
体
を
統
合
す
る
と
い
う
見
通
し
の
も
と
に
六
六
年
一
月
一
目
か
ら
三
共
同
体
の
執
行

機
関
を
統
合
す
る
条
約
（
弓
５
ま
Ｈ
易
葦
§
暮
；
ｏ
◎
易
巴
昌
昼
轟
黒
昌
¢
８
昌
昌
－
・
。
の
－
８
昌
茸
亮
宇
・
。
Ｏ
◎
昌
昌
旨
｝
巨
朕
向
冒
ｏ
１

息
¢
昌
易
）
が
六
五
年
四
月
八
日
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
調
印
さ
れ
た
。
理
事
会
、
委
員
会
、
最
高
機
関
な
ど
の
権
限
の
問
題
等
具
体
的

に
は
色
々
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
三
共
同
体
を
統
合
す
る
と
い
う
大
筋
で
は
合
意
が
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。

Ｃ
　
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
歩
み

　
以
上
見
た
よ
う
な
複
雑
な
問
題
を
そ
の
背
景
と
し
て
持
ち
な
が
ら
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
指
向
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

年
代
を
追
っ
て
そ
の
努
力
を
追
跡
し
て
見
よ
う
。

　
ま
づ
そ
の
前
史
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
中
で
行
な
わ
れ
た
研
究
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の

中
で
も
そ
の
重
要
性
が
痛
感
さ
れ
て
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
樹
立
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ヨ
ソ
が

必
要
か
を
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
の
中
で
研
究
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
五
月
に
「
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大

そ
れ
を
如
何
に
満
た
し
う
る
か
」
（
向
毒
Ｏ
り
、
。
。
０
８
考
ユ
長
オ
需
象
Ｏ
｛
向
亮
『
０
ｑ
Ｈ
Ｉ
｝
◎
考
Ｏ
彗
亭
２
訂
８
黒
～
）
と
題
す
る
報
告
書

　
　
一
般
に
は
ハ
ー
ト
レ
ー
報
告
（
｝
胃
ま
＜
零
り
◎
３
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
　
　
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
当
時
の
西
欧

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
　
四
一
）
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四
二
　
（
　
四
二
）

の
国
際
収
支
の
困
難
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
が
困
難
と
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
る
危
機
が
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
採
算
を

無
視
し
て
で
も
欧
州
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
開
発
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
「
欧
州
の
石
炭
産
出
は
減
少
し
、
他
の
形
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
石
油
消
費
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
欧
州
は

ニ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
に
増
々
依
存
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の
需
要
の
増
加
と
共
に
国
際
収
支
に
対
す
る
圧
力
が
増
加
す
る
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

が
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
加
の
予
測
と
そ
の
需
要
を
満
た
す
方
法
が
緊
急
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
」
と
問
題
を
提
起
し
、
そ
の

解
決
策
と
し
て
は
、
　
「
経
済
性
と
確
実
性
と
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
彫
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
欧
州
内
部
で
開
発
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

こ
と
」
で
あ
り
、
　
「
石
炭
産
業
へ
の
投
資
を
た
め
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
初
め
の
方
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
関
係
は
一
九
五
八
年
を
境
い
と
し
て
変
っ
て
お
り
、
五
八
年
以
前
は
旺
盛
な
需
要
に
供
給

が
お
い
っ
か
ず
、
セ
ラ
ー
ズ
・
マ
ー
ヶ
ツ
ト
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
ハ
ー
ト
レ
ー
報
告
は
そ
の
時
期
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
か
ら
数
年
を
経
ず
し
て
市
場
の
状
況
は
一
変
し
た
。
海
外
か
ら
安
値
の
石
油
が
多
量
に
欧
州
市
場
へ
殺
到
し
、
市
場

は
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
転
じ
た
。
同
時
に
そ
の
頃
か
ら
欧
州
の
深
刻
な
ド
ル
不
足
も
解
消
し
、
国
際
収
支
の
困
難
と
い
う

問
題
も
解
消
し
た
。
こ
の
よ
う
た
状
勢
を
反
映
し
て
一
九
六
〇
年
一
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
が
報
告
書
を
発
表
し
た
。

題
し
て
「
新
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
タ
ー
ソ
を
求
め
て
」
（
↓
◎
事
胃
象
Ｐ
オ
¢
事
向
亮
長
く
寄
け
訂
昌
巨
向
暮
◎
潟
）
、
通
常
ロ
ビ
ソ

ソ
ソ
報
告
（
内
◎
巨
易
８
零
君
６
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
前
の
ハ
ー
ト
レ
ー
報
告
と
は
全
く
正
反
対
の
結
論
を

出
し
て
お
り
、
ニ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
可
能
性
を
否
定
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
決
定
的
な
基
準
と
し
て
そ
の
「
低
廉
性
」
を
主
張
し

た
。
そ
の
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
海
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
依
存
の
増
大
を
意
味
す
る
。
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
報
告
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け

て
い
る
。



　
　
「
一
九
七
五
年
ま
で
に
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
長
期
に
わ
た
っ
て
不
足
す
る
可
能
性
は
殆
ん
ど
な
い
。
」
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
考
え
る
場
合
、
消
費
者
選
択
の
ｎ
由
を
と
も
な
っ
た
豊
富
な
ロ
ー
・
コ
ス
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
－
の
供
給
に
主
要
な
力
点
が
お
か

れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
規
則
的
、
か
っ
継
続
的
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
・
し
か
し
・

域
内
一
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
長
期
的
藻
護
や
人
為
的
開
発
促
進
は
供
給
毒
雷
康
証
す
る
一
童
の
方
法
と
は
考
え
ら
れ
な
“

　
こ
の
報
告
書
も
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
頭
を
な
や
ま
し
て
い
る
国
々
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
・

　
目
を
欧
州
六
ヵ
国
共
同
体
に
転
じ
て
見
よ
う
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
ユ
ー
ラ
ト
ム
を
設
立
す
る
条
約
が
調
印
さ
れ
た
年
（
一
九
五
七
年
）

の
一
〇
月
八
日
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
閣
僚
会
議
お
よ
び
最
高
機
関
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
調
整
す
る
方
法
に
っ
い
て
の
議
定
書
」
に
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

印
し
て
い
る
。
こ
の
議
定
書
に
従
っ
て
五
八
年
に
は
既
に
三
機
関
合
同
作
業
部
会
（
９
０
｛
¢
宕
９
署
邑
ミ
胃
¢
容
２
薫
亭
一
べ
鳥
『
１

ｏ
ｑ
一
。
）
が
発
足
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
研
究
を
始
め
、
　
六
〇
１
六
一
年
に
か
け
て
中
問
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
部

会
が
先
の
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
報
告
及
び
そ
れ
に
対
す
る
反
響
を
考
慮
に
入
れ
、
六
一
年
二
一
月
一
五
円
の
経
済
杜
会
委
員
会
の
勧
告
、
六

二
年
二
月
二
〇
日
の
欧
州
議
会
の
決
議
の
線
に
沿
っ
て
六
二
年
六
月
二
七
日
に
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
（
く
¢
昌
０
５
邑
ピ
昌
。
っ
冒
サ
君
；
Ｐ
■
Ｏ

ぎ
胃
ｏ
ｑ
警
｛
ｏ
）
を
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
提
出
し
た
。

　
こ
の
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
は
一
九
七
五
年
ま
で
の
ニ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
考
え
、
今
後
ま
す
ま
す
輸
入
エ
ネ
八
ギ
ー
に
対
す
る
依
存
が
増

大
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
の
白
由
化
を
は
か
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
と
同
時
に
域
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
保
護
の

必
要
性
も
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
長
期
的
目
的
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き
る
だ
げ
安
価
に
し
、
か
っ
、
供
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の
た
め
石
油
と
石
炭
と
で
は
異
な
っ
た
方
法
を
必
要
と
す
る
と
述
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て

次
の
よ
う
な
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
　
四
三
）



１２３４５６７８９０１１１２１１２ 　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）

ま
ず
石
油
に
つ
い
て
は

四
四
　
　
　
四
四
）

共
同
体
内
で
の
原
油
製
品
の
自
由
移
動

域
外
諸
国
か
ら
の
原
油
お
よ
び
石
油
製
品
の
輸
入
自
由
化

東
欧
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
輸
入
に
つ
い
て
は
共
同
体
割
当
の
実
施

原
油
に
対
す
る
域
外
関
税
は
無
税

石
油
製
品
に
対
す
る
域
外
関
税
は
低
関
税

燃
料
用
油
に
１
対
す
る
消
費
税
は
共
同
体
内
で
統
一
す
る
（
恐
ら
く
ト
ソ
当
り
ニ
ド
ル
程
に
）

自
動
車
ガ
ソ
リ
ソ
に
対
す
る
消
費
税
の
調
整

供
給
地
を
分
散
す
る
た
め
共
同
体
原
産
お
よ
び
そ
の
他
の
特
定
地
産
の
原
油
に
対
す
る
優
遇

共
同
体
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
政
策

　
石
油
製
品
の
価
格
公
示
、
お
よ
び
ロ
ー
マ
条
約
の
競
争
規
則
の
適
用

　
石
油
市
場
に
関
し
、
加
盟
国
政
府
と
共
同
市
場
委
員
会
の
問
の
定
期
協
議

　
石
油
の
精
製
、
輸
送
、
販
売
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
発
展
を
行
わ
せ
る
た
め
の
投
資
に
関
し
、

の
定
期
協
議

石
炭
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
域
内
生
産
に
対
す
る
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
支
持
制
度
　
　
直
接
・
問
接
の
補
助
金
制
度

　
共
同
体
内
の
石
炭
の
白
由
移
動

政
府
と
委
員
会
の
間



３４５６７ 　
域
外
か
ら
の
石
炭
輸
入
に
関
し
、
関
税
及
び
数
量
制
限
の
撤
廃
（
東
欧
圏
は
除
く
）

東
欧
に
対
し
て
は
共
同
体
と
し
て
の
割
当
制
度

価
格
公
示
お
よ
び
販
路
条
件
に
関
し
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
第
六
〇
条
の
適
用
の
緩
和
、
石
油
と
の
公
正
な
競
争

石
炭
市
場
の
動
向
に
関
し
、
政
府
と
最
高
機
関
と
の
問
の
定
期
協
議

投
資
政
策
に
関
し
全
般
的
目
標
の
設
定

こ
の
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
の
特
徴
は
石
油
．
石
炭
と
も
輸
入
を
白
由
化
し
て
低
価
格
政
策
を
採
用
す
る
と
共
に
域
内
の
石
炭
に
対
し
て

共
同
体
と
し
て
の
補
助
金
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
提
案
は
共
同
体
諸
機
関
の
内
外
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。
石
炭
業
界
は
こ
れ
に
対
し
て
六
三
年
二
月
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
滴
た
す
方
法
」
（
冒
。
。
饒
、
胴
向
目
、
。
肩
。
。
里
胃
弩
零
信
ぎ
昌
９
芭
と
い
う
報
告
を
発
表
し
て
こ
の
提
案

　
　
　
　
（
１
３
）

を
批
判
し
た
。
共
同
体
内
で
も
多
く
の
場
で
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
経
済
杜
会
評
議
会
は
六
三
年
五
月
、
欧
州
議
会
は

六
一
二
年
一
〇
月
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
提
案
を
審
議
し
、
若
干
の
注
文
や
修
正
意
見
を
附
し
た
が
原
則
的
に
は
こ
の
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
の
線

を
支
持
し
た
。
し
か
し
石
炭
業
界
の
強
い
批
判
を
受
げ
て
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
閣
僚
会
議
は
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
・

六
三
年
三
月
、
次
の
二
っ
の
作
業
部
会
を
こ
し
ら
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
も
つ
と
深
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
即
ち
・
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
て
こ
の
報
告
を
批
判
的
に
検
討
す
る
た
め
の
「
技
術
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
（
９
９
肩
ｑ
、
異
肩
豪
雲
ま
旦
亮
。
・
）
と
共
通

政
策
を
研
究
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会
」
（
Ｏ
◎
邑
試
。
り
鳳
ｏ
邑
註
亘
巨
Ｐ
亮
堅
ｏ
蟹
似
昼
毒
）
で
あ
る
・
こ
の
特
別
委

員
会
は
閣
僚
会
議
に
対
し
一
っ
の
決
議
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
に
対
し
て
多
く
の
反
論
を
か
か
げ
・
か
っ
石
炭

合
理
化
の
た
め
国
家
に
よ
る
援
助
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
三
機
関
合
同
作
業
部
会
は
こ
れ
に
対
し
て
直
ち
に
反
駁

　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
　
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
四
六
）

を
加
え
る
と
い
っ
た
具
合
で
共
同
体
機
関
内
の
意
見
が
二
分
さ
れ
、
収
拾
の
つ
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
暗
礁
に

乗
り
あ
げ
る
の
を
防
ぐ
た
め
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
最
高
機
関
議
長
デ
ル
・
ボ
ー
（
９
８
０
ｏ
Ｈ
雰
）
お
よ
び
三
機
関
合
同
作
業
部
会
委
員
長
ラ

ピ
ー
は
加
盟
国
政
府
と
個
別
折
衝
を
重
ね
、
遂
に
六
四
年
四
月
二
一
日
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
閣
僚
会
議
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
定
に
関
す
る
議
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

書
」
の
採
択
に
ま
で
こ
ぎ
っ
げ
た
。

　
こ
の
議
定
書
は
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的
な
選
択
は
三
機
関
の
統
合
を
ま
っ
て
始
め
て
解
決
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
エ
ネ
ル

ギ
ー
共
同
市
場
を
準
備
す
る
た
め
各
国
の
政
策
の
十
分
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
原
則
的
な
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。

　
石
炭
に
関
し
て
は
国
家
に
よ
る
補
助
金
と
特
別
の
合
理
化
政
策
の
採
用
、
中
期
生
産
目
標
の
樹
立
が
考
え
ら
れ
、
石
油
に
関
し
て

は
ロ
ー
マ
条
約
の
範
囲
内
で
低
価
格
、
供
給
源
の
分
散
を
保
証
す
る
共
通
政
策
の
樹
立
、
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
，
関
し
て
研
究
佛
発

を
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
議
定
書
は
二
頁
程
の
簡
単
な
も
の
で
、
そ
の
中
で
石
炭
、
石
油
、
原
子
力
が
別
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
内
で
扱
わ
れ
、
綜
合

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
三
機
関
の
統
合
後
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
議
定
書
を
も
っ
て
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

の
樹
立
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
梅
津
論
文
そ
の
他
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
石
炭
政
策
に
関

し
て
国
家
に
よ
る
援
助
が
認
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
第
四
条
で
は
「
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、
補
助
金
お
よ
び
国
家

に
よ
る
援
助
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
に
，
も
か
か
わ
ら
ず
国
家
援
助
を
公
然
と
認
め
た
こ
と
は
今
後
の
ユ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

Ｃ
の
わ
く
を
起
え
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
公
然
と
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
成
立
時
に
は
予
想
も
し
な
か
っ
た

問
題
　
　
石
炭
危
機
　
　
に
対
処
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
が
、
今
後
三
共
同
体
の
統
合
が
旦
ハ
体



的
に
進
展
す
る
場
合
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
は
以
上
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
根
本
的
に
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
意
味
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開
は
む
し
ろ
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
各
業
界
の
利
害
、
各
国
の
利
害
が
か
ら
み
あ
っ
て

共
同
体
を
根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
欧
州
共
同
市
場
の
完
成
の
た
め
の
一
環
と
し
て
是
非
と
も

実
現
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
甲
く
彗
ｑ
９
雰
｝
Ｆ
．
Ｐ
－
晶
ｐ
Ｈ
ま
潟
９
ｏ
｛
ｐ
冒
旨
ｏ
彗
望
¢
Ｈ
。
・
＜
勺
◎
Ｈ
一
撃
Ｏ
§
§
§
き
き
“
卜
§
き
き
§
ｏ
．
ｏ
暑
昌
げ
胃

　
　
　
岩
震
．

　
　
（
２
）
　
Ｈ
■
け
胃
－
Ｏ
＊
¢
ｏ
暮
ミ
ｏ
向
目
¢
ｈ
胴
く
Ｏ
◎
昌
昌
。
篶
討
ｏ
，
ｏ
ｏ
呂
ｏ
昌
、
◎
轟
■
ｑ
９
昌
◎
■
向
箏
¢
『
ｏ
ｑ
く
巾
ｏ
Ｈ
－
ｏ
く
勺
三
Ｕ
Ｈ
あ
｝
ｏ
ｐ
一
Ｕ
く
一
｝
ｏ
ト
目
け
｝
冒
旨
｝
◎
｛
↑
｝
ｏ

　
　
向
■
Ｈ
◎
り
ｏ
｝
■
Ｏ
◎
四
－
～
■
｛
０
ｏ
け
¢
９
０
◎
昌
１
】
Ｂ
旨
目
岸
苧

　
　
（
３
）
甲
く
彗
ｑ
實
雰
｝
．
５
』
．
二
§
．

　
　
（
４
）
　
○
．
団
８
■
ｐ
〇
一
－
”
巾
ｏ
睾
旦
■
ｏ
向
旨
０
Ｈ
ｏ
ｑ
９
ぢ
岸
¢
ｑ
ｏ
崖
ｏ
◎
昌
冒
■
■
ｐ
暮
ひ
目
百
Ｈ
◎
ｂ
似
ｏ
箏
箏
９
オ
～
ｅ
§
～
ミ
き
ミ
試
Ｏ
ｏ
§
§
ミ
§
　
ｏ
り
二
竃
邑
一

　
　
　
岩
震
．

　
　
（
５
）
Ｏ
．
卑
◎
邑
具
曇
Ｐ

　
　
（
６
）
吋
．
く
彗
｛
亀
票
｝
Ｆ
．
一
Ｕ
．
二
暫
Ｐ

　
　
（
７
）
甲
く
彗
箒
Ｈ
雰
｝
Ｆ
．
Ｐ
一
巨
Ｐ

　
　
（
８
）
向
ら
．
ｏ
つ
ｏ
巨
昌
胃
ぎ
■
弓
｝
ｏ
乙
つ
Ｒ
お
。
・
庁
｛
冒
四
旨
８
潟
彗
向
屋
お
く
勺
ｏ
Ｈ
庁
ざ
盲
ミ
§
一
♀
Ｏ
ｏ
§
§
§
き
・
奪
９
ミ
§
冒
胃
ｏ
プ

　
　
　
岩
震
．

　
　
（
９
）
向
．
『
ｃ
つ
ｏ
巨
旨
弩
ぎ
■
ま
－
Ｐ

　
　
（
１
０
）
向
』
．
ｃ
つ
ｏ
ぎ
昌
邑
５
ｈ
二
巨
｛
．

　
　
（
ｕ
）
　
こ
の
合
同
委
員
会
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
最
高
機
関
の
メ
ン
バ
上
二
名
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
三
名
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
二

　
　
　
名
よ
り
構
成
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
ラ
ピ
ー
（
巾
・
○
・
－
昌
庁
）
が
委
員
長
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
ｕ
）
　
Ｈ
目
一
０
ｈ
－
ｏ
×
ｏ
ｏ
目
箏
く
ｏ
向
■
¢
Ｈ
ｏ
ｑ
＜
Ｏ
◎
昌
－
一
冒
１
－
暮
ｏ
９
　
。
。
峯
¢
昌
１
◎
『
ｐ
箏
ｑ
戸
昌
１
、
、

　
　
　
　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
　
四
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
篤
一
号
）

四
八
　
（
　
四
八
）

（
１
３
）
　
石
炭
業
界
の
批
判
は
四
点
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
向
．
句
．
ｃ
ｏ
｝
■
昌
８
プ
胃
の
前
掲
論
文
、
お
よ
び
梅
津
和
郎
「
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
共
同
市
場
の
論
理
と
現
実
」
『
経
済
評
論
』
　
一
九
六
五
年
九
月
号
参
照
。

（
１
４
）
　
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
発
表
の
前
後
の
経
過
に
関
し
て
は
○
．
零
◎
邑
具
－
｝
巾
◎
罧
昼
■
ｏ
向
屋
謁
肇
ｐ
畠
ま
厨
Ｏ
◎
昌
冒
■
■
彗
示
向
員
◎
息
竃
暮

　
及
び
Ｃ
０
－
津
Ｆ
Ｏ
ｏ
睾
彗
艘
○
彗
ｏ
量
－
内
昌
ｏ
ヰ
昌
亭
ｏ
声
ｏ
弍
く
巨
窃
◎
｛
亭
¢
Ｏ
◎
昌
旨
目
巨
ｑ
参
照
。

（
１
５
）
　
梅
津
和
郎
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
共
同
市
場
の
論
理
と
現
実
」
『
経
済
評
論
』
　
一
九
六
五
年
九
月
号
。

（
１
６
）
　
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
第
４
条
Ｃ
で
は
「
形
式
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
国
家
に
よ
る
補
助
金
な
い
し
援
助
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
両
立
せ
ず
、
禁
止
さ
れ

　
る
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
例
外
規
定
は
特
に
定
め
ら
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
唯
一
の
抜
げ
道
は
国
家
に
ょ

　
る
援
助
で
た
く
、
共
同
体
に
よ
る
援
助
で
あ
ろ
う
。
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
の
段
階
で
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
ま
た
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
こ
の
禁
止
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
西
ト
イ
ツ
の
内
警
◎
§
豪
５
昌
掲
。
・
く
胃
げ
彗
ｐ
を
通
ず
る
国
家
の
援
助
、

　
ベ
ル
ギ
ー
の
炭
坑
合
理
化
に
関
す
る
国
家
の
援
助
な
ど
が
あ
る
。

　
　
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
条
約
第
九
五
条
「
本
条
約
の
適
用
方
式
に
っ
き
経
験
に
よ
り
判
明
し
た
不
測
の
難
点
の
た
め
、
も
し
く
は
石
炭
鉄
鋼
共

　
同
市
場
に
直
接
影
響
を
与
え
る
経
済
的
条
件
ま
た
は
技
術
的
条
件
の
深
甚
な
変
化
の
た
め
、
最
高
機
関
に
よ
る
そ
の
権
限
の
行
使
に
関
す
る
規

　
則
の
改
訂
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
適
当
な
修
正
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
を
強
引
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
無
理
が

　
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
条
項
は
「
不
測
の
難
点
」
即
ち
石
炭
危
機
は
条
約
作
成
の
時
点
で
は
予
測
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
難
点
の
た
め

　
第
２
条
に
定
め
る
任
務
を
遂
行
し
え
ず
、
国
家
援
助
を
与
え
た
方
が
第
２
条
の
任
務
を
遂
行
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ぱ
、
こ
の
決
定
を
最

　
高
機
関
が
な
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
国
家
援
助
は
第
三
七
条
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
加
盟
国
は
特
定
の

　
場
合
に
最
高
機
関
の
行
為
ま
た
は
行
為
の
欠
如
が
自
国
経
済
に
根
本
的
か
っ
持
続
的
な
障
害
を
生
ぜ
し
め
る
傾
向
が
あ
る
と
認
め
た
な
ら
ぽ
、

　
こ
れ
に
っ
い
て
最
高
機
関
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
最
高
機
関
は
…
…
と
る
べ
き
措
置
を
決
定
す
る
」
と
い
う
、
い
わ
ぱ
エ
ス
ヶ

　
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
援
用
も
条
約
の
解
釈
と
し
て
難
点
が
あ
る
。




